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を
送
付
す
る
。 

衆
議
院
議
員
竹
内
猛
君
提
出
一
時
払
い
養
老
保
険
の
配
当
利
回
り
決
定
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書 

内
閣
衆
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閣
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海 
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俊 
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一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
竹
内
猛
君
提
出
一
時
払
い
養
老
保
険
の
配
当
利
回
り
決
定
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る 

答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

大
蔵
省
と
し
て
は
、
生
命
保
険
会
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
、
保
険
業
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
四
十
一
号
） 

第
八
十
二
条
に
基
づ
く
決
算
書
類
の
提
出
を
求
め
、
ま
た
、
同
法
第
八
条
に
基
づ
き
、
事
業
に
関
す
る
報
告
を 

 

求
め
る
等
実
態
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。 

生
命
保
険
会
社
の
経
営
内
容
の
健
全
性
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
各
社
か
ら
提
出
さ
れ
る
関
係
書
類
等
を 

 

基
に
、
責
任
準
備
金
が
将
来
発
生
す
べ
き
保
険
契
約
上
の
責
任
を
担
保
す
る
た
め
に
適
切
に
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る

か
ど
う
か
等
総
合
的
に
検
討
・
指
導
し
て
い
る
。 

な
お
、
同
法
第
八
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
同
法
第
八
十
二
条
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
閲
覧
等
が
可 

 



三
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

能
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
生
命
保
険
会
社
は
経
理
内
容
等
を
開
示
し
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
契
約
者
が
生
命
保
険
会
社
に
配
当
金
を
積
み
立
て
る
場
合
の
積
立 

 

利
率
に
つ
い
て
は
、
各
社
が
自
主
的
な
経
営
判
断
に
基
づ
き
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
責
任
準
備
金
は
、 

 

生
命
保
険
会
社
が
負
担
し
た
保
険
契
約
上
の
責
任
の
履
行
に
備
え
る
目
的
で
積
み
立
て
ら
れ
る
積
立
金
で
あ 

 
 

り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
保
険
業
法
第
一
条
に
定
め
る
保
険
料
及
責
任
準
備
金
算
出
方
法
書
に
基
づ
き
、
保
険
数 

 

生
命
保
険
会
社
に
よ
る
米
国
国
債
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
財
産
利
用
方
法
書
に
定
め
る
資
産
運
用
の
制
限
の 

 

範
囲
内
に
お
い
て
、
各
社
が
独
自
の
投
資
判
断
に
基
づ
き
自
主
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
契
約 

 

者
が
生
命
保
険
会
社
に
配
当
金
を
積
み
立
て
る
場
合
の
積
立
利
率
に
つ
い
て
も
、
各
社
が
自
主
的
な
経
営
判
断 

 

に
基
づ
き
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
一
律
と
は
な
っ
て
い
な
い
。 

四 

 



四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
生
命
保
険
会
社
の
責
任
準
備
金
は
、
恣
意
的
に
増
額
さ
れ
得
る
も 

 

の
で
は
な
い
。 

契
約
者
配
当
の
水
準
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
に
お
い
て
引
下
げ
が
み
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
生
命
保
険
会
社 

 

の
資
産
運
用
利
回
り
の
低
下
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
契
約
者
配
当
の
配
当
率
の
決
定
は
、 

 

生
命
保
険
会
社
の
経
営
実
績
に
基
づ
き
、
各
社
の
経
営
判
断
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
各
社
の
配
当
率
に
つ 

 

い
て
は
、
一
律
と
は
な
っ
て
い
な
い
。 

理
を
踏
ま
え
計
算
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
恣
意
的
に
増
額
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
。 

生
命
保
険
会
社
の
資
産
運
用
は
、
財
産
利
用
方
法
書
に
定
め
る
資
産
運
用
の
制
限
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
生 

 

命
保
険
会
社
が
、
そ
の
事
業
の
公
共
性
に
留
意
し
つ
つ
、
自
主
的
な
判
断
に
基
づ
き
行
っ
て
お
り
、
従
来
か
ら 

 

貸
付
金
、
有
価
証
券
を
中
心
に
運
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
生
命
保
険
会
社
の
資
産
運
用
は
長
期
的
な
性
格
を 

 

五 

 



五
に
つ
い
て 

六
に
つ
い
て 

生
命
保
険
会
社
の
給
与
等
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
会
社
の
経
営
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
答
弁
は
差
し
控 

 

え
た
い
。 

有
し
て
お
り
、
不
動
産
等
に
つ
い
て
も
御
指
摘
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
経
済
を
あ
お
る
短
期
的
な
売
買
を 

 

目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。 

商
品
又
は
役
務
の
価
格
そ
の
他
の
取
引
条
件
に
つ
い
て
、
実
際
の
も
の
よ
り
も
取
引
の
相
手
方
に
著
し
く
有 

 

利
で
あ
る
と
一
般
消
費
者
に
誤
認
さ
れ
る
た
め
、
不
当
に
顧
客
を
誘
引
し
、
公
正
な
競
争
を
阻
害
す
る
お
そ
れ 

 

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
表
示
は
、
不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
四
号
） 

第
四
条
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
。 

一
時
払
い
の
養
老
保
険
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
お
い
て
、
御
質
問
の
よ
う
な
「
配
当
は
過
去
の
実
績
に
基
づ
く 

 

六 

 



 

七 

も
の
で
約
束
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
表
示
が
あ
る
場
合
に
は
、
仮
に
配
当
予
想
額
と
満
期
時
の
受
取
額 

 

が
相
違
し
て
も
、
一
般
的
に
は
、
当
該
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
示
は
同
法
第
四
条
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
不
当
な
表 

 

示
に
該
当
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。 




